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もみ殻炭給与が鶏の産卵成績および出奥気に及ぼす影響
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1 はじめに

炭は従来燃料として使われてきたが,水や空気の浄

化・消臭,除湿・調湿,有機物の分解・発酵促進などに

も有用な機能をもっている 1)。 養鶏への利用に関しては,

粉炭と木酢酸を主成分とする製剤の飼料添加が鶏のヘン

ディ産卵率,卵殻破壊強度を改善させること2)ぉ ょび

鶏糞のアンモニアガス発生を抑制すること3)が報告さ

れている。しかし鶏に炭を単独で給与した場合の影響に

ついて検討した報告は見あたらない。そこで本試験では

もみ殻から製造された炭を用い,産卵鶏に給与した場合
の産卵成績および鶏糞臭気に及ぼす影響を検討した。

2試 験 方 法

供試した炭は長野市のプライ トセラミック社製のも

み殻から製造した炭 (以下もみ殻炭)である。供試鶏は

ロードアイランドレッド種雌 102羽で,基礎飼料は当場

指定配合飼料で CP17 0%, ME2.852kca1/ヒ のものを用

いた。試験区は基礎飼料にもみ殻炭を 1%添加し,対照

区は添加しなかった。各区は 1反復 17羽の 3反復とし

た。試験期間は 2001年 6月 7日 (386日 齢)～ 7月 18

日 (427日 齢)の 6週間とした。なお試験開始前 2週間

は予備期間として両区に基礎飼料のみを給与した。

試験期間中,鶏舎内に堆積した糞は毎週 1回除糞し

たが,堆積鶏糞アンモニアガス濃度は除糞後別棟の屋根

付き堆積場に搬出・堆積した鶏糞について,新たな搬入

前の糞表面から発散されるガス濃度を毎週測定した。

鶏舎内アンモニアガス濃度は除糞直前の糞が溜まっ

た状態で出入り回および窓を閉鎖し,各区の試験場所の

床面から12メ ートルの高さにおけるガス濃度を毎週測

定した。なお,アンモニアガス濃度の測定は北川式アン

モニア検知管で行った。

統計分析は試験処理と試験期間を要因とし,予備期

間成績で試験期間成績を回帰補正する共分散分析を行つ

た。

3 試験結果及び考察

産卵成績および鶏糞臭気の測定結果を表 1に示す。

試験区のヘンディ産卵率,産卵日量および卵殻破壊強度

はそれぞれ 816%,516gお よび 2 75 kgで あり,対照
区を 100と した場合の指数で 104～ 108と高い傾向があ

った。ヘンディ産卵率および卵殻破壊強度の推移を比較

すると,両区とも最高気温が 35℃を超えた試験末期 5,

6週目 (7月 上旬)で低下したが,その落ち込みは試験

区が対照区より小さい傾向があつた.

試験区の飼料摂取量,体重,平均卵重,飼料要求率,
ハウユニット,卵殻重および鶏糞排泄量はそれぞれ

1212g,2,147,640g,2,34,780,491gお よび
1165gであり,対照区を 100と した場合の指数で 97～

103と差のない値であった。

ヘンディ産卵率に関しては,坂井田ら2)が粉炭と木

酢酸を主成分とする製剤の 1%飼料添加により4～56%
改善することを報告している。本試験でも,もみ殻炭単

独添加によって同程度の改善効果が得られた。卵殻破壊

強度に関しては,坂井田ら2)が粉炭と木酢酸を主成分

とする製剤の 1%飼料添加により 2～ 10月 の卵殻破壊強

度を 88%改善できたことを報告している。本試験では

もみ殻炭単独添加によって卵殻破壊強度を同程度改善で

きた。卵殻破壊強度の改善については,りF殻重には試験

区と対照区の間に差がないので,卵殻質の緻密性の面に

おいて違いがあつたものと考えられる。坂井田ら "も
粉炭と木酢酸を主成分とする製剤の 1%飼料添加により

卵殻厚は変わらないが,卵殻破壊強度が改善したことを

報告している。卵殻質が改善された要因として,供試し

たもみ殻炭が酸化カルシウムを 283%と多く含んでい

たことが考えられる。

試験区の堆積鶏糞および鶏舎内アンモニアガス濃度

はそれぞれ 14 4ppmおよび 9 7ppmで あり,対照区を

100と した場合の指数でそれぞれ 48および 61と有意に

低かった。その推移を見ると,試験区の堆積鶏糞および

鶏合内アンモニアガス濃度はともに試験期間中一貫して

対照区より低く推移した。

堆積鶏糞および鶏合内アンモニアガス濃度の低減し

た理由については,もみ殻炭の炭としての特性が考えら

れる。すなわち炭は植物組織と同じような微細な多孔体

構造になつており,物理的・化学的吸着性を発揮する。

化学的吸着力については,特にアンモニアやメチルメル
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カプタン,硫化水素などの悪臭物質を吸着することが知
られている い。もみ殻炭についても悪臭物質を吸着する

炭としての特性が堆積鶏糞および鶏合内アンモニアガス

濃度を低減させた理由と考えられる。

鶏卵価格を 200円/kg,配合飼料価格を 50円 /セ ,も

み殻炭価格を 208円 /kgと した場合の 1羽当たり年間収

支の試算結果を表 2に示す。試験区は鶏卵売上が対照区

に比べ約 130円 多かったが,配合飼料費で 40円 ,もみ

殻炭購入費で約 90円多くかかり収支

差額は対照区と差がなかった。もみ殻炭の飼料添加は収

益性の低下をもたらすものではなかった。

4 まとめ

もみ殻炭を 1%飼料添加して産卵鶏に給与したところ,

堆積鶏糞アンモニアガス濃度および鶏舎内アンモニアガ

ス濃度は無添加区に比べそれぞれ 52%および 39%有意

に低く,ヘンディ産卵率,産卵日量および卵殻破壊強度

は無添加区に比べそれぞれ 5%,4%お よび 8%改善され

る傾向があつた。一方,飼料摂取量,体重,平均卵重 ,
ハウユニット,卵殻重および鶏糞排泄量は無添加区の士

3%の範囲内で差がなかった。

以上の結果から,もみ殻炭の 1%飼料添加は堆積鶏
糞および鶏舎内臭気の抑制,ヘンディ産卵率および卵殻

破壊強度の改善に効果のあることが示唆された。
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表 1 産卵成績および鶏糞臭気

形  質 試験区  対照区  指数。  有意性。

ヘンディ産卵率 (%)0
飼料摂取量 (g/日・羽)D
体重 (g)L"

平均卵重 (g)0

産卵日量 (g)D

飼料要求率 0

ハウユニット●"

卵殻破壊強度 (kg)L"

卵殻重 (g)L"

鶏糞排泄量 (g/日・羽)D
堆積鶏糞アンモニアガス濃度 (ppm)

鶏合内アンモニアガス濃度 (ppm)

81 6      77 6

121 2    117 8

2.147     2.154

64 0      63 5

51 6      49 8

234   238
78 0      80 4

2 75      2 54

4 91     4 98

116 5     120 6

14 4      30 0

97    160
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1)予備試験期間の成績で補正

2)体重および卵形質は試験 6週目の成績

3)対照区を 100と した場合の試験区の比率

4)**:メ 001, NS,有意でない

表2 1羽当たり年間収支の試算

区   
生産卵量

(kg)

鶏卵売上 (A)

(円 )

飼料費 (円 )

配合飼料  もみ殻炭  計 (3)
収支差額 (「B)

(円 )

試験区

対照区

1883

18 18

3,767

3,635

2, 190

2,150

2,282

2,150

1,485

1,485

92

0

鶏卵価格は200円 /蛇

飼料価格は配合飼料 ;50円 /聴,もみ殻炭 :208円 /聰
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